
グローバル化に対応した教学マネジメントのための組織改革の概要
～国際高等教育院（仮称）の設置及び学部等のグローバル化の推進～

英語力や教養力を強化し、国際的に活躍できるグローバル人材を育成できる体制整備のため、全学的な大学教育改革に着手。

抜本的な組織改革を行い①科目内容の見直し、②科目体系の見直し、③厳格な成績評価の導入に取り組むことで、国際標準
モデルの大学教育システムを確立する。

これを実現するために

大学間学術交流協定校数 約90
部局間学術交流協定数 約450

大学コンソーシアム京都
（加盟）50国公私立大学

京都大学

学部（研究科、研究所等）

国際高等教育院（仮称）

②科目体系の見直し

教養教育の
提供を受託

①科目内容の見直し
・教養教育科目の半数以上の英語提供を目指す
・英語で提供する学部専門教育科目を増やす

学部専門教育
に関する取組
支援

このシステムを企画、実施に移していく全学的な教学マネジメント体制を構築。

外国人教員のリクルート
（短期・長期的に外国人を招へい）

外国人教員を配置し、研究科等教員と協働して①から③を
一体的に企画・実施することで、改革の好循環を生み出す！

５年間で
１００人程度

【実績】
加盟他大学に５１の単位互換
可能科目を提供、２８５名の他
大学学生が受講、うち１３５名に
単位認定しており、本学が提供
する教育に対する他大学学生
のニーズ・関心は非常に高い。

教育及び組織運営
に必要な教員の参
画又は移籍

外国人教員比率の増加

外国人教員の配置を契機として、全学的に教員の流動性を向上させ、部局の
壁を越えて、真に必要な組織に優秀な教員を戦略的に配置できる体制を構
築する。

③厳格な成績評価の導入

＋

学部等からの参画又は
移籍教員（兼担含む） 外国人教員

本学の教育改革によって、他
大学学生にも広く波及効果が
期待できる。

世界で活躍できる資質を
備えたグローバル人材を
輩出

高等学校 入試改革

「新機軸」入試の実施

優秀な学生獲得のため、
高大接続型入試などの
選抜方法の検討

専門教育等に

必要な外国人
教員を兼担

英語による
科目提供・
単位互換

英語による
科目提供・
単位互換

外国人教員と協
働した国際標準
モデルの提供

外国人教員と協
働した国際標準
モデルの提供

外国人教員と協
働した国際標準
モデルの提供

①英語で提供する学部専門教育科目の充実
②分野特性に応じた学部専門教育課程の再編成等の検討
③会議や各種書類の英語化の推進
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研究型大学のガバナンス改革実行プラン 

部局の自主性・専門性（縦糸）と、部局横断的な教
育研究（横糸）の緊張関係を駆動力に変換すること
により、大学全体の力を最大限発揮する。 

部局横断的な教育・研究を、部局から独立してトラ
イアル＆エラー方式により推進し、総長をはじめと
する大学執行部（機構会議）が直接運営する。 

異分野融合による新しい研究やグローバル人材の
育成に大胆に挑戦し、終了後は将来性を見据えた 
プロジェクトの見直しや研究科再編など（スクラップ
＆ビルド）に柔軟につなげる。 

①大学全体の力を最大限発揮 

②部局横断的な教育・研究を総長直轄で推進 

③大胆な挑戦と、スクラップ＆ビルドで未来へ 

改革の方向性 大学運営の特性 

①大学の目的は学問と教育であり、「多様性」や
「持続性」が活動の基本。（いかなる時代のいかな
る課題にも対応） 
②学問と教育を行うのは教員一人ひとりであり、
各教員の活動レベルを如何に上げるかが重要。 

大学改革の課題 

 
②競争的資金により実施される教育研究プロジェ
クトは、部局を中心とした体制で推進することが多
く、終了時に大きな視点での見直しが行いにくい。 
 

課題への挑戦とその検証という ＰＤＣＡサイ
クルを主体的かつ機動的にマネジメントする
体制により、大阪大学の強みを引き上げ、 
世界トップブランドの大学を実現。 

 
グローバル人材の育成や世界的な研究成果
の創出など、大学に求められる機能や課題
の解決に、的確かつ効果的に対応し、激しく
変化する社会の期待に応える。 
 

①世界屈指の研究型総合大学を実現 

②激変する社会の期待に応える 

改革の効果 

卓越した教員を専任で配置し、異分野融合による
新しい教育研究課題等をマネジメントする。 
［具体例］ 
•超域イノベーション博士課程プログラム 
•創薬基盤科学研究  等 

科学・技術や国際化に関する政策研究を行い、 
機構の運営に活用する。 

未来戦略機構の企画部門として、機構の教育研
究活動のマネジメントを支援。 
海外や企業等からの外部人材も活用し、教育改革
や新たな研究、グローバル化に関する戦略の企画、
提言を行う。 
●教育・研究推進部門（H24年度は７部門） 

●戦略企画室（３つのチームを設置） 

●研究室部門（H25年度に２研究室） 

未来戦略機構での具体的な取組 

①大学発展の原動力である部局の自主性と、  
部局を超えた取組を行うために必要な学長のリー
ダーシップとの適切なバランスをとることが難しく
なってきている。 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 

部局横断的な教育研究をバランスよく編み合わせる 

大阪大学の中に、総長が真に力を発揮することができる、理想的なグローバル大学として「大阪大学未来戦略機構（ＩＡＩ））」をつくり、 
この運営を通じて、総長の強力なリーダーシップの下、スピード感をもって積極的に大学改革に取り組む。 

 

外
国
人
等
の
優
秀
な
外
部
人
材
を
登
用
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Ａ研究科 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

Ｂ研究所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

Ｃ研究科 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育・研究推進部門 

機構運営室 

研究室部門 

機構長（平野俊夫総長） 
機構会議（総長、副学長、部門長等） 

戦略 
企画室 

教育・研究 
組織の再編 

提言 
マネジメント 

スクラップ 
＆ 

ビルド 
卓越した教員を配置 
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「学び続ける教員」のための教員養成･研修高度化事業
—京阪奈三教育大学連携による教員養成イノベーションの創生—

教職キャリア高度化センター
（「学び続ける」教員サポート事業）

• 初任期支援部門
• 教職キャリア支援部門

（京都教育大学）

次世代教員養成センター
（ICT等を活用する次世代教員養成事業）

• 情報教育部門
• 課題探究教育部門

（奈良教育大学）

教員養成高度化センター
（教員養成の高度化事業）

• 大学院教育課程開発部門
• 教育プログラム開発・評価部門

（大阪教育大学）

１．「学び続ける教員」教員養成・研修高度化事業の三つの課題

○ ICT等を活用する次世代教員養成
・ ICT活用や双方向遠隔授業を取り入れた教育方法及びモデルプログラム
の共同開発と実施
・ 「学び続ける教員」を育むための学校現場と連携した教員養成モデルの開
発と、課題探究教育を推進する実践的指導力育成プログラムの実施

○ 「学び続ける教員」サポート
・ 教育委員会や学校現場との連携による、修士レベル化に対応する研修プ
ログラムの開発、ならびに現職教員のフォローアップとサポートの実施

○ 教員養成の高度化
・ 修士レベル化を拡大するモデルの構築と運用、博士課程の設置検討
・ 外国語コミュニケーション力、教科教育開発力を持つ教員の養成

教 員 養 成 ･ 研 修 高 度 化 事 業 推 進 部 会

三大学連携拠点における事業･研究開発の連携･調整

京阪奈三教育大学連携推進協議会

教
員
養
成
高
度
化
連
携
拠
点

２．連携のリージョナル化

○ 相互の特色と強みを活かした教育･研究の活性化
・ 相互の資源の活用による、三大学の資源の相互活用
・ 学生支援･就職支援の連携実施

○ 事務連携
・ 事務電算システムの一括購入などによる、大学管理的経費の節約

☆目的☆

京阪奈三教育大学連携推進協議会の下に「教
員養成高度化連携拠点」を共同設置することによ
り、中央教育審議会が提起する「教員養成の高度
化と教職生活全体を通じた学びを継続的に支援
するシステム」をリージョナル・レベルにおいてモデ
ル構築する。

１．高度専門職業人としての教員養成の高度化
と質保証に向けた三つの課題に三大学が共同
して取り組む。

２．三大学の資源の相互活用を図るなど、連携
のリージョナル化を行う。
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